緑の彼方に｢ヨシエ｣の空があった　鈴木　彰
「ヨシエ」との遭遇と別離　「キューポラのある街」で
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　吉永小百合主演の映画「キューポラのある街」（1962年日活／浦山桐郎監督）は残念ながら観ていないのですが、その後発刊された定稿版・５部作（早船ちよ著、理論社刊）で読みました。鋳物の町川口を舞台に爽やかに成長して行く少女ジュンに心を奪われて一気に読んだのですが、実は私は、ジュンの青春と重ね合わせて描かれていた、在日朝鮮人を父に持つ「芝川のヨシエ」が気になって仕方がありませんでした。ジュンと同じ街で、差別と貧しい暮らしにくじけず、健気に生きてきた心やさしい少女は、母親や弟サンキチとの別離の悲しさに耐えながら、新国家建設への希望にすがる父親と一緒に、北朝鮮に旅立って行きました。
　「北鮮帰還」のニュースには触れていても、その背後にある日本と朝鮮の関係と歴史、人びとの苦悩を知らなかった20代の私は、「ヨシエ」との遭遇と別離に少なからぬ衝撃を受けたのでした。
　思えば私の20代は、戦後20～30年の時期。丸ごと1960年代ですが、時代そのものが熱く、激しい葛藤と変化に満ちていました。安保改定・ベトナム戦争・日韓条約・沖縄返還・70年安保など、社会と政治は激動し、だれもが未来を信じ、反戦・平和と民主主義の運動も「汚れを知らない？」生成期にありました。
　その10年間は私に、大学生としての「学生運動」と「60年安保共闘」、卒業後就職した中小企業での「労働組合運動」、転職して関わった生協職場での「消費者運動」など、めまぐるしい出会いをもたらしました。これらの出会いを通して私は、幼時に戦争で実父を失った自分の悲しみや悔しさを、平和と民主主義を求める社会的な願いに合流させていくのですが、その途上で「ヨシエ」は私に、単なる戦争の被害者としてではなく、「人類と地球」「平和と民主主義」と言う広い視野を持つことを求めました。

アメリカの危険で露骨な横槍　「日韓会談」から「日韓条約」へ
　日韓政府の間で「日本国と大韓民国との間の基本関係に関する条約（日韓条約）」が仮調印されたのは65年２月20日でした。第３条に「大韓民国政府は････朝鮮にある唯一の合法的な政府である」と明記し、朝鮮の南北分断の固定化と北朝鮮敵視をあからさまに宣言したこの条約は、60年に改定を強行した「日米安保条約」、61年５月16日のクーデターで成立させた朴正煕による「韓国軍事政権」を足がかりに、アメリカを盟主とする「米・日・韓」軍事同盟を確立・強化するものでした。
　そもそも「日韓条約」を準備してきた「日韓会談」は、アメリカのアジア侵略戦争と照応する軍事的性格をもっていました。それはまず、朝鮮戦争の真最中にＧＨＱのあっせんで開始され（1951年10月20日に予備会談、52年２月５日に第一次会談、53年に第二次～三次会談）、53年７月27日の朝鮮戦争の休戦協定、同年10月13日の久保田発言（日本側代表が「日本の朝鮮統治は朝鮮人に恩恵を与えた面もある」と発言）などを契機に中断・決裂しました。しかし、金門・馬祖戦争、「日米安保条約」の改定交渉などを契機に58年に再開（第四次会談）。アメリカの「ベトナム侵略戦争」の盛時に第六次～七次会談（64年３月12日、12月３日）を推進して、「日韓条約」の調印に至ったわけです。
　アメリカによるポスト「朝鮮戦争」としての「ベトナム侵略戦争」とそのエスカレート、韓国軍の参戦、日本の前線基地化と言う流れが、「米・日・韓」軍事同盟を急激に実体化する真っ最中の65年6月22日、日本と韓国の政府は「日韓条約」の本調印を強行し、その成立に向かって国民の意見を踏みにじります。８月13日にベトナムへの１万５千人の軍隊増派を決めた韓国国会では、その翌日の14日に与党による単独採決で「日韓条約」の批准を強行。これらに対する国民の批判を戒厳令で抑え込みます。日本では10月に開会した「日韓条約批准国会」で12月11日、自民・民社両党が可決を強行します。
はからずも「ヨシエ」と再会　「日韓条約」反対の運動を通して
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　しかし、アメリカの侵略戦争をバックアップする「日韓条約」は、日米安保条約のもとで独立・平和と民主主義を求める日本の国民にとっても、祖国の自主的平和的統一を求める南北朝鮮の国民にとっても、安易に受け入れることの出来ない条約でした。日本・朝鮮・韓国の国民は、この条約の成立を阻止するために、それぞれの条件のもとで国民的な運動をひろげました。私の印象ですが、三つの国の国民の、共通課題での連帯が、この時期ほど大きく前進したことはありません。
　とりわけ日本では、韓国国民との連帯のもとに「日韓条約批准阻止、ベトナム侵略反対、小選挙区制反対、全国統一行動」（９月12日）に全国で50万人、東京晴海での「10万人中央大集会」に予定を超える13万５千人が結集するなどの記録的な運動がひろがりました。
　日本と北朝鮮の合作映画「チョンリマ（千里馬）----社会主義朝鮮の記録」が完成し、その上映運動がとりくまれたのもこの時期です。私は、社会主義建設と南北朝鮮の自主的平和的統一を求めて意気高く働く人びとの映像に、私は「キューポラのある街」を去って行った「ヨシエ」の元気な姿を見つけたような気がしたものです。
　アメリカのアジア侵略戦争に協力する「韓国政府」と、これを許さずたたかう「韓国国民」と「北朝鮮」という構図で、当時私は朝鮮・韓国を理解しようとしていました。しかしものごとはそんなに単純ではなかったようでした。
　ベトナム侵略戦争でのアメリカの敗北が色濃くなった73年3月23日、韓国軍がベトナムから完全に撤収するのを見て、私は、アメリカと運命をともにすることしか考えていない日本政府との違いを垣間見た思いがしました。また、同年８月８日に起こったＫＣＩＡによる金大中氏拉致事件は、、韓国における民主主義の運動が、厳しい反動の嵐を呼び起こしながらも前進していることを感じさせました。
　北朝鮮の動きには逆の印象が強まりました。実は映画「チョンリマ（千里馬）----社会主義朝鮮の記録」を観賞したとき、一方で「ヨシエ」との再会を喜んだ私は、他方でこの映画のいたるところに漂う「指導者・金日成首相」への媚びへつらい、個人崇拝の空気への「漠然とした戸惑い」を覚えたのです。
　そして残念なことに、この「漠然とした戸惑い」は、69年の大韓航空機ハイジャック事件、77～83年に起こった一連の日本人拉致事件、87年11月28日の大韓航空機爆破事件などを通して、次第に顕在化して行きました。
　再会できた「ヨシエ」との間に隙間風が吹きぬけたこの頃から、他の課題に追われるようになったこともあり、その後の韓国・朝鮮での多様な変化を小耳にはさみながらも、変化の背景にある本質を見極める努力を私は休止し、正直なところすっかり「ヨシエ」のことを忘れていました。
「ヨシエ」の幸せを確かめる旅　すきま風を塞ぎながら････
　自衛隊のイラク派兵。総理大臣の連続的な靖国神社参拝。日の丸・君が代の強制と教育の反動化。日本国憲法９条に照準をあわせた憲法改悪の動き。････わが祖国ニッポンで開始されている新しい政治反動は、日本がかつて行なった侵略戦争を「自存自衛のための正義の戦争」と公言し、韓国への侵略を「朝鮮の独立を助けたもの」と強弁しています。こうした歴史の捏造に、中国や韓国・朝鮮はおろかアメリカからも批判が噴き出していますが、日本の国内でも、わずか２年間で全国に５千を超える「九条の会」が生まれるなど、政治反動を許さない大きな流れが生まれています。
[image: image3.emf]　「九条の会」のよびかけに応えて一昨年（2004年12月８日）、480人の参加で生まれた調布「憲法ひろば」も、毎月例会を開き、憲法を守り生かす確信と世論をひろげるために奮闘してきましたが、そこに集う有志のよびかけで「ソウル３泊４日の旅」が実施されました。
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　憲法第９条は私たちの誇りであり、人生の拠りどころ、心の支えだが、韓国の人びとはどのような思いでこれを見ているのだろうか。最近の日本の政治反動をどのように受けとめているのだろうか。日本の為政者の歴史観を批判する韓国の為政者は、いったいどこが違うのだろうか。自主的平和的統一を求めているという朝鮮民族の性根はどこにあるのだろうか。････「ヨシエ」との久しいご無沙汰を埋め合わせるだけではなくて、この間の変化の本質を少しでも見極めたいと願って、私はこの旅に加わりました。

　知性と感性豊かな同行者たちにめぐまれて、稔り多い旅でした。文章にまとめるには、いま暫くの消化期間が必要ですが、朝鮮の持つ豊かな風土と歴史、そこで培われた独立・自尊の誇り高い民族、祖国統一への思いの深さなどに触れた気がします。
　板門店から眺めた緑の彼方に青く静かに、「ヨシエ」の空がひろがっていました。
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